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さかいみなと

 内　容

●市長・市議会議員補欠選挙　選挙結果・・P２～３

●６月定例市議会報告　ほか・・・・・・・P４～５

●新型コロナウイルス感染症予防・給付金・P６～８

●境港市土地開発公社の事業概況・決算書・P９

●建物に関する補助・ふるさと納税　ほか・P10～13

●広報　境港市民交流センター（仮称）・・P14～15

●情報あらかると・お知らせ・子育てひろば・P16～25

●図書館に行こう・各種日程ほか・・・・・P26～27

●学校給食レシピ・特別定額給付金について・P28

～献血がつなぐ命～
献血にご協力ください
　献血は、病気やけがなどで輸血を必要と
している患者さんの尊い生命を救うために
なくてはならない役割を担っています。
　新型コロナウイルス感染症の影響もあ
り、ご協力いただける人が減少傾向にあり
ます。ご協力をお願いします。
【最寄りの献血ルーム（日本赤十字社）】
　献血ルームひえづ　☎２７－１７２４
（イオンモール日吉津東館１階）

献血バスで各地に出かけての献血も行っています。（７月８日保健相談センター前での様子）献血バスで各地に出かけての献血も行っています。（７月８日保健相談センター前での様子）



市
長
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

新
市
長
に 

伊
達　

憲
太
郎 

さ
ん

　

任
期
満
了
に
伴
う
境
港
市
長
選
挙
が
７
月
12
日
（
日
）

に
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
元
市
総
務
部
長
の
伊
達

憲
太
郎
さ
ん
（
竹
内
町
）
が
当
選
し
ま
し
た
。
投
票
率
は

62
・
29
％
で
し
た
。

　

こ
の
度
の
境
港
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

当
選
の
栄
に
浴
し
、
市
政
の
重
責
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
が
、
選
挙
中
に
掲
げ

た
公
約
の
実
現
と
さ
ら
な
る
市
勢
の
進

展
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
懸
命
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

中
村
前
市
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

４
期
16
年
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に

よ
る
自
立
・
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の

確
立
、
市
民
参
画
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

の
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
圏
域
づ
く

り
、「
港
湾
」「
空
港
」「
漁
港
」「
水
産

資
源
」「
観
光
資
源
」
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
等
、
境
港
市
の
将
来
都
市
像

で
あ
る
「
環
日
本
海
オ
ア
シ
ス
都
市
」

の
実
現
に
向
け
、
着
実
に
歩
み
を
進
め

ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
良
い
も
の
」

は
継
続
発
展
さ
せ
、「
変
え
る
べ
き
も

の
」
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
大
胆
に

変
え
る
姿
勢
で
臨
み
、
38
年
間
の
行
政

経
験
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
培
っ
た

知
識
、
知
恵
、
人
脈
を
生
か
し
、
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
将
来
に
向
け
発
展
し

続
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
高
齢
者
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
た

ち
を
見
守
る
。
と
な
り
近
所
が
支
え
あ

い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
。」、「
港
湾
、
漁

港
、
空
港
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
や
海

辺
が
賑
わ
い
、
市
民
や
境
港
市
を
訪
れ

た
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
。」

そ
ん
な
日
本
一
住
み
た
い
ま
ち
「
さ
か

い
み
な
と
」
を
目
指
す
た
め
に
、
次
の

８
つ
の
こ
と
に
徹
底
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
共
生
社
会
づ

　

く
り

○
人
口
減
少
対
策
と
子
育
て
支
援

○
支
え
愛
に
よ
る
超
高
齢
化
社
会
対
策

○
「
さ
か
な
」「
鬼
太
郎
」「
港
」
を
生

　

か
し
た
産
業
振
興

○
私
た
ち
が
誇
れ
る
大
切
な
海
を
守
る

　

環
境
づ
く
り
や
、
空
き
家
な
ど
の
生

　

活
環
境
対
策

○
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
高
規

　

格
幹
線
道
路
等
の
早
期
実
現

○
未
来
に
つ
け
を
回
さ
な
い
行
財
政
運

　

営
○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
「
市
民
と
と
も
に
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」
を
目
指
し
、「
公
正
」
と
「
利
他

の
心
」
を
も
っ
て
、
市
政
運
営
に
徹
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

　

市
民
と
と
も
に　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

境
港
市
長　

伊
達　

憲
太
郎

当選証書を受け取った伊達新市長

境夢みなとターミナルで行われた開票作業の様子

市報さかいみなと　2



市

長

選

挙

結

果

候

補

者

の

得

票

数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

当
１
０
６
６
６
票　

伊
達　

け
ん
た
ろ
う

　
　

６
７
１
８
票　

佐
名
木　

知
信

投

票

概

要

▼
当
日
有
権
者
数　
　

２
８
１
５
８
人

▼
投
票
者
数　
　
　
　

１
７
５
４
０
人

▼
投
票
率　
　
　
　
　
　
　

62
・
29
％

▼
有
効
投
票
数　
　
　

１
７
３
８
４
票

▼
無
効
投
票
数　
　
　
　
　

１
５
６
票

市

議

会

議

員

補

欠

選

挙

結

果

候

補

者

の

得

票

数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

当　

６
８
２
１
票　

吉
井　

た
く
み

当　

５
３
４
２
票　

加
藤　

文
治

　
　

４
１
２
４
票　

宮
本　

剛
志

投

票

概

要

▼
当
日
有
権
者
数　
　

２
８
１
５
８
人

▼
投
票
者
数　
　
　
　

１
７
５
２
５
人

▼
投
票
率　
　
　
　
　
　
　

62
・
24
％

▼
有
効
投
票
数　
　
　

１
６
２
８
７
票

▼
無
効
投
票
数　
　
　
　

１
２
３
６
票

▼
持
ち
帰
り　
　
　
　
　
　
　
　

２
票

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
８
２

加藤文治 (61)

無所属新　中町

伊達けんたろう (61)

無所属新　竹内町

吉井たくみ (49)

無所属新　小篠津町

　

こ
の
度
、
４
期
16
年
の
任
期
を
満
了

し
、
境
港
市
長
の
職
を
退
任
い
た
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
格
別
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
16
年
７
月
に
市
長
に
就
任
し
、

当
時
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
行
財

政
改
革
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
築

き
上
げ
た
自
立
・
持
続
可
能
な
財
政
基

盤
を
も
と
に
、「
魅
力
と
活
気
に
あ
ふ

れ
、
誰
も
が
心
豊
か
に
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

保
育
料
の
引
き
下
げ
や
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
中
学
校
給
食
の
開

始
な
ど
に
よ
る
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
や
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
、
フ

レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
直
営
一
本
化
に
よ
る

介
護
予
防
の
充
実
な
ど
を
図
っ
た
ほ
か
、

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で
は
、
ホ
テ
ル

の
誘
致
や
演
出
照
明
を
取
り
入
れ
た
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
、
新
た
に
夜
の
賑

わ
い
が
生
ま
れ
、
通
過
型
観
光
地
か
ら

滞
在
型
観
光
地
へ
の
転
換
が
進
み
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
連
携
と
共
栄
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
機
能
強
化
が
格
段
に
進
ん
だ
境

港
・
米
子
鬼
太
郎
空
港
・
境
漁
港
の
３

つ
の
港
や
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
な
ど
の

社
会
基
盤
や
資
源
を
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
共
有
の
財
産
と
し
て
、
し
っ

か
り
と
利
活
用
し
、
圏
域
で
の
一
体
的

な
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
施
策
の
積
み
重
ね
に
よ

り
、
境
港
市
の
将
来
都
市
像
と
し
て
い

る
、
砂
漠
の
中
の
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
に
、

人
や
も
の
、
情
報
が
盛
ん
に
行
き
交
い
、

そ
の
中
で
人
々
が
安
ら
ぎ
や
潤
い
を
感

じ
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
環
日

本
海
オ
ア
シ
ス
都
市
」
の
実
現
に
向
け

て
着
実
に
歩
み
を
進
め
、
境
港
市
の
次

な
る
飛
躍
に
向
け
た
道
筋
を
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
に
お
い
て
、
私
が
何
よ

り
も
大
切
に
し
て
き
た
考
え
、
そ
れ
は

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
し
て
、
就
任

以
来
、
市
政
運
営
の
柱
に
据
え
て
ま
い

り
ま
し
た
こ
の
考
え
は
、
今
日
で
は
着

実
に
根
を
張
り
、
市
内
各
所
で
様
々
な

取
り
組
み
が
生
ま
れ
て
お
り
、
本
当
に

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
で
創
り

上
げ
て
い
く
」、
こ
の
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
気
風
が
一
層
あ
ふ
れ
る
ま

ち
に
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
、
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
一
日
も
早
く
立

ち
直
り
、
境
港
市
が
さ
ら
な
る
発
展
を

遂
げ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

本
当
に
16
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

退
任
あ
い
さ
つ

　
　
　

４
期
16
年
を
振
り
返
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
境
港
市
長　

中
村　

勝
治

伯州綿のおくるみを贈呈する中村前市長（平成２４年１１月）

3　令和２年８月



可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
５
４
７
万
４

千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
２
１
５

億
４
２
９
４
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
事
業
》

　

魚
価
が
下
落
し
て
い
る
地
元
水
産

物
を
小
中
学
校
の
給
食
の
食
材
と
し

て
提
供
す
る
事
業
者
へ
の
助
成
金
等

１
２
０
９
万
円
余
、
特
別
支
援
学
校
等

の
臨
時
休
校
に
よ
り
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
加
し
た
こ
と
な

ど
に
伴
う
、
障
が
い
児
通
所
支
援
費

４
９
４
万
円
、
市
民
図
書
館
の
来
館
者

が
利
用
す
る
図
書
消
毒
器
の
購
入
費

１
１
６
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る

予
定
だ
っ
た
「
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国

大
会
」
が
来
年
度
に
延
期
と
な
っ
た
こ

と
に
伴
い
、
実
行
委
員
会
へ
の
負
担
金

８
２
０
万
円
余
を
減
額
す
る
一
方
、
Ｓ

ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
に
対
す
る
市
民
の
認
知

度
向
上
や
市
内
飲
食
店
で
の
消
費
拡
大

等
を
図
り
、
来
年
度
の
全
国
大
会
に
つ

な
げ
る
た
め
、「
境
港
の
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ

ル
メ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
経
費
９
２
０
万
円
余
を
増
額

し
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
な
ど
を
計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と

し
て
繰
越
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

《
そ
の
他
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約

の
締
結
に
伴
う
、
保
留
地
の
購
入
費

３
１
２
７
万
円
余
な
ど
を
増
額
。

【
民
生
費
】

　

生
活
保
護
法
の
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
改
修
経
費
66
万
円
を
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
10
月
か

ら
定
期
接
種
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
接

種
委
託
料
３
３
６
万
円
な
ど
を
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

漁
船
に
ハ
タ
ハ
タ
の
選
別
機
を
整
備

す
る
事
業
者
へ
の
助
成
金
２
５
０
万
円

な
ど
を
増
額
。

【
土
木
費
】

　

国
費
の
増
額
に
伴
う
、
市
道
の
街
路

灯
の
一
部
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
更
新
す
る

た
め
の
工
事
費
等
１
５
０
０
万
円
、
避

難
路
に
面
し
た
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
撤
去
等
に
対
す
る
新
た
な
補
助
金

４
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
教
育
費
】

　

小
中
学
校
の
少
人
数
学
級
数
が
確
定

し
た
こ
と
に
伴
い
、
鳥
取
県
へ
の
協
力

金
に
つ
い
て
、
小
学
校
分
２
０
０
万
円

を
減
額
す
る
一
方
、
中
学
校
分
２
０
０

万
円
を
増
額
。

　

ま
た
、
市
民
体
育
館
の
ト
イ
レ
配
管

の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
に
敷
設
す
る

た
め
の
設
計
委
託
料
２
４
３
万
円
余
を

増
額
。

【
歳
入
】

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
繰
越
金

お
よ
び
市
債
を
増
額
。

【
債
務
負
担
行
為
】

　

個
人
住
民
税
等
の
公
金
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
の
収
納
を
導
入
す
る
予
定
と

し
て
お
り
、
本
年
度
中
に
収
納
代
理
業

者
を
選
定
し
、
契
約
を
締
結
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
債
務
負
担
行
為
を
追
加

し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
な
ど
４

つ
の
特
別
会
計
に
係
る
債
務
負
担
行
為

　

国
民
健
康
保
険
税
等
の
公
金
に
つ
い

て
も
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納
を
導
入
す
る

予
定
と
し
て
お
り
、
一
般
会
計
と
同
様

に
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定
、
ま
た
は

追
加
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
７
３
７
３

万
６
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
２

２
６
億
１
６
６
８
万
１
千
円
と
し
ま
し

た
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
事
業
》

【
歳
出
】

　

市
民
生
活
の
支
援
と
し
て
、
国
の
特

別
定
額
給
付
金
の
基
準
日
に
出
生
し
た

子
ど
も
と
同
学
年
で
あ
り
な
が
ら
、
給

付
対
象
と
な
ら
な
い
本
年
４
月
28
日
か

ら
来
年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
し
た
子

ど
も
に
、
一
人
に
つ
き
10
万
円
を
給
付

す
る
本
市
独
自
の
特
別
定
額
給
付
金
に

係
る
経
費
２
３
５
７
万
円
、
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
世
帯
な
ど
低
所
得
の
ひ
と

６
月
定
例
市
議
会
報
告

６
月
定
例
市
議
会
が
６
月
10
日
か
ら
26
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

定
例
市
議
会
に
は
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
が
上
程
さ
れ
、
次
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
最
終
日
に
は
、
４
期
16
年
の
任
期
を
満
了
し
退
任
す

る
、
中
村
勝
治
市
長
か
ら
退
任
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。（
関

連
記
事
５
ペ
ー
ジ
）

市報さかいみなと　4



り
親
世
帯
に
、
一
世
帯
に
つ
き
５
万
円

等
を
給
付
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
に
係

る
経
費
４
９
７
９
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
。

　

売
上
が
減
少
し
た
中
小
企
業
者
等
の

支
援
と
し
て
、
予
想
を
大
き
く
上
回
る

融
資
の
実
行
に
伴
う
、
金
融
機
関
へ
の

預
託
金
７
億
４
５
７
１
万
円
余
、
国
が

創
設
し
た
家
賃
支
援
給
付
金
に
、
本
市

独
自
で
上
乗
せ
助
成
す
る
た
め
の
経
費

５
１
０
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

　

そ
の
ほ
か
、
児
童
・
生
徒
一
人
に
つ

き
１
台
の
学
習
用
端
末
と
高
速
で
大
容

量
の
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
体

的
な
整
備
に
つ
い
て
、
早
期
実
現
の
た

め
、
国
の
補
助
事
業
が
前
倒
し
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
、
端
末
の
整
備
費
等

１
億
６
５
２
０
万
円
余
な
ど
を
増
額
し

ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
を
計
上
す

る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
繰
越
金
を
増
額

し
ま
し
た
。

■
境
港
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
同
法

に
規
定
す
る
通
知
カ
ー
ド
の
新
規
交
付

お
よ
び
再
交
付
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、

再
交
付
に
係
る
手
数
料
を
削
除
す
る
等

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
評
価
員
に
片
岡
直
人
さ
ん

を
選
任

専

決

処

分

の

承

認

■
駐
車
場
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
出
に
見
合
っ
た
使
用
料
の
確
保
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
前
年
度
歳

入
不
足
に
対
し
て
、
前
年
度
繰
上
充
用

金
８
４
８
７
万
６
千
円
を
新
た
に
計
上

し
、
予
算
総
額
を
９
６
４
０
万
１
千
円

と
し
ま
し
た
。

■
土
地
区
画
整
理
費
特
別
会
計

補
正
予
算

　

歳
出
に
見
合
っ
た
保
留
地
の

売
却
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
前
年
度
歳
入
不
足
に
対
し

て
、
前
年
度
繰
上
充
用
金
２
億

１
６
４
６
万
６
千
円
を
新
た
に

計
上
し
、
予
算
総
額
を
２
億
１

８
０
６
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

委
員
会
提
出
議
案

■
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
陳
情
等
の
審
議
結
果

■
採　

択

◇
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

　

育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の

　

１
復
元
を
は
か
る
た
め
の
、

　

２
０
２
１
年
度
政
府
予
算
に
係
る

　

意
見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情

◇
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

　

る
陳
情

■
不
採
択

◇
「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

　

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

　

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

　

４
月
臨
時
市
議
会

《
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
》

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

全
市
民
に
、
一
人
に
つ
き
10
万
円
を

給
付
す
る
特
別
定
額
給
付
金
に
係
る
経

費
34
億
２
２
８
６
万
円
余
、
児
童
手
当

の
受
給
世
帯
に
、
対
象
児
童
一
人
に
つ

き
１
万
円
を
給
付
す
る
臨
時
特
別
給
付

金
に
係
る
経
費
４
６
９
１
万
円
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、
深
刻
化
し
て
い
る
中
小
企
業
者
等

の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
鳥
取

県
と
協
調
し
て
実
施
す
る
制
度
融
資

に
係
る
預
託
金
６
億
９
０
２
３
万
円
余
、

小
中
学
校
で
使
用
す
る
マ
ス
ク
や
消
毒

剤
等
の
購
入
費
５
６
９
万
円
余
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

41
億
６
５
７
０
万
２
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
１
２
億
１
５
７
０
万
２

千
円
と
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
し
た
被
保
険
者
等
に
支
給
す
る
傷
病

手
当
金
２
１
５
万
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
35
億
３
５
８
７
万
２
千
円
と
し

ま
し
た
。

　

５
月
臨
時
市
議
会

《
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
》

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

家
計
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
市
内

店
舗
等
で
の
消
費
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
全
市
民
に
、
一
人
に
つ
き
５
千
円

分
の
商
品
券
を
、
ま
た
、
臨
時
休
校
等

で
特
に
経
済
的
負
担
が
増
し
て
い
る
子

育
て
世
帯
に
、
子
ど
も
一
人
に
つ
き

５
千
円
分
の
食
事
券
を
そ
れ
ぞ
れ
配

布
す
る
た
め
の
経
費
２
億
４
４
３
万

円
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
世
帯
に
、

一
世
帯
に
つ
き
５
万
円
を
給
付
す
る
ひ

と
り
親
家
庭
応
援
給
付
金
に
係
る
経
費

１
６
２
０
万
円
余
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
売
上
が

減
少
し
た
中
小
企
業
者
等
が
利
用
す
る

制
度
融
資
の
償
還
利
子
に
対
す
る
補
助

金
１
１
５
７
万
円
、
就
学
援
助
を
受
け

て
い
る
世
帯
に
、
臨
時
休
校
期
間
に
係

る
児
童
・
生
徒
へ
の
昼
食
費
の
支
援
と

し
て
、
給
食
費
相
当
額
を
給
付
す
る
た

め
の
経
費
２
３
８
万
円
余
な
ど
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
４
１
７
６
万
９
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
１
４
億
５
７
４
７
万
１

千
円
と
し
ま
し
た
。

5　令和２年８月



鳥
取
型
「
新
し
い
生
活
様
式
」
で
感
染
症
予
防
！

一人一人ができる感染予防
▼人と人との適度な距離（約２ｍ）を空ける

　３つの密（密閉・密集・密接）を避けましょう。

▼症状がなくても、対面での会話や屋内の

　人が集まるところでは、マスクを着用する

　※屋外で人と十分な距離（２ｍ以上）がとれる

　　場合は、熱中症を予防するために、マスクは

　　はずしましょう。

　※2歳未満の子どもには、マスクは危険です！

▼咳エチケットや手洗いを続ける

　感染症対策の基本は、「手洗い」と「咳エチケット」

　です。

▼定期的な換気

　窓を２カ所以上開け、30分に1回程度換気しましょう。

▼発熱・風邪症状など、無理せず自宅療養

　心配な場合は、「発熱・帰国者・接触者相談センター」に相談ください。

　　※西部地区（米子保健所内）

　　　　☎３１－００２９（２４時間対応）

　　　　FAX３４－１３９２（平日午前８時～午後５時１５分）

　　　受診する際は、事前に電話！

　　　かかりつけ医を受診される場合は、必ず、事前に電話連絡してください。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課

　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

換気の悪い

密閉空間

多数集まる

密集場所
間近で会話

密接場面

外から帰ったら、まずは手洗い

中
国
琿

フ
ン
チ
ュ
ン春

市
か
ら

　

マ
ス
ク
が

　
　

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

中
国
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
伴
い
、
今
年
１
月

末
に
境
港
市
か
ら
友
好
都
市
で
あ
る

琿
春
市
へ
マ
ス
ク
5
万
枚
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
で
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
た
こ
と

か
ら
、
６
月
に
琿
春
市
よ
り
マ
ス
ク

5
万
枚
の
寄
贈
が
あ
り
、
両
市
の
友

好
と
お
互
い
助
け
合
う
こ
と
が
で
き

る
関
係
を
築
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
確
認
し
ま
し
た
。

（出典：首相官邸ホームページ）

琿春市から寄贈されたマスク
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新型コロナウイルス接触確認アプリのご紹介

ご寄付いただきありがとうございました
消毒液の寄贈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　米子市の飲食店 Four C Group から、小学校６校に消毒液を4.5ℓずつ寄贈いただきました。

　感染拡大防止に活用させていただきます。

7　令和２年８月



　　　

　　　

　
　

新 

型 

コ 

ロ 

ナ 

ウ 

イ 

ル 

ス 

感 

染 

症 

の 

影 

響 

を 

受 

け 

て 

い 

る 

人 

へ 

の 

給 

付 

金

子
育
て
世
帯
へ
の
給
付
金

境
港
市
特
別
定
額
給
付
金
（
追
加
分
）

　

国
の
特
別
定
額
給
付
金
の
基
準
日
（
令
和
2
年

4
月
27
日
）
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
と
同
学
年
で
あ

り
な
が
ら
給
付
金
を
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
の
不

公
平
を
無
く
す
た
め
、
そ
し
て
新
た
な
生
活
様
式

の
も
と
で
子
育
て
を
す
る
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、

本
市
独
自
に
追
加
分
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

▼
給
付
額

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
1
人
に
つ
き
10
万
円 

▼
対
象
と
な
る
子
ど
も

　

令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令
和
３
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
、
最
初
の
住
民
登
録
地
が
境
港
市

で
あ
る
子
ど
も

▼
対
象
と
な
る
人

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
父
・
母
の
ど
ち
ら
か
で
、

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
出
生
日
お
よ
び
申
請
日
の

時
点
で
境
港
市
に
住
所
が
あ
る
人

▼
申
請
手
続

　

窓
口
ま
た
は
郵
送
に
て
申
請
が
必
要
で
す
。

　

（
最
終
締
め
切
り　

令
和
３
年
９
月
30
日
）

▼
給
付
時
期

　

１
回
目
の
給
付
を
７
月
下
旬
に
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
の
振
り
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随

時
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
児
童
係　

☎
47
‐
１
０
４
６

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

い
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
と
し
た
給
付
金
で
す
。

▼
給
付
金
の
金
額
に
つ
い
て

◇
基
本
給
付　

１
世
帯
５
万
円

　
　
　
　
　
　

＋
第
２
子
以
降
１
人
に
つ
き
３
万
円

◇
追
加
給
付　

１
世
帯
５
万
円

▼
給
付
の
対
象
、
申
請
に
つ
い
て

※
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
６
月

　

分
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

※
②
③
の
人
は
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

　

者
と
同
じ
水
準
で
あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
支
給
手
続
き
に
つ
い
て

　

①
に
該
当
す
る
人
は
、
基
本
給
付
は
申
請
不
要

で
す
（
辞
退
に
つ
い
て
は
手
続
き
が
必
要
で
す
）。

　

ま
た
、
追
加
給
付
は
、
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

の
手
続
き
の
際
に
案
内
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
に

現
況
届
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
③
に
該
当
す
る
人
で
、
児
童
扶
養
手
当
現
況

届
の
案
内
（
８
月
上
旬
ま
で
に
発
送
）
が
届
い
て
い

な
い
人
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
厚
生
労
働
省
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
０
１
２
０
‐
４
０
０
‐
９
０
３

◇
子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
７

市
内
事
業
者
へ
の
給
付
金

家
賃
支
援
給
付
金
（
国
）

　

国
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
売
上
の
減
少
に
直
面
す
る
事
業
者
の
事
業
継

続
を
下
支
え
す
る
た
め
、
地
代
・
家
賃
（
賃
料
）

の
負
担
を
軽
減
す
る
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

　

中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
、
個
人
事
業
者
等

▼
対
象
要
件
（
①
②
を
満
た
す
者
）

①
令
和
２
年
５
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
で
売
上
高

　

が
１
カ
月
で
前
年
同
月
比
50
％
以
上
の
減
少
ま

　

た
は
連
続
す
る
３
カ
月
の
合
計
で
前
年
同
期
比

　

30
％
以
上
の
減
少
と
な
る
者

②
自
ら
の
事
業
の
た
め
に
占
有
す
る
土
地
・
建
物

　

の
賃
料
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と

▼
給
付
額

　

原
則
と
し
て
月
額
支
払
い
賃
料
の
２
／
３
の
６

カ
月
分

※
た
だ
し
、
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
は
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
と
な
り
ま
す
が
、
電
子
申
請
が
困
難
な
人

の
た
め
に
、
市
内
に
サ
ポ
ー
ト
会
場
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
と
商
工
会
議
所
で
は
臨
時
相
談
窓
口

を
開
設
し
、
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場

　

境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
竹
内
団
地
２
５
２

‐
１
）

※
ご
利
用
に
は
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
市
が
独
自
に
家
賃
支
援
を
行
い
ま
す
】

　

さ
ら
に
市
で
は
、
事
業
者
の
事
業
継
続
を
支
援

す
る
た
め
国
が
行
う
家
賃
支
援
給
付
金
に
加
え
て

補
助
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者
（
③
④
を
満
た
す
者
）

③
国
の
家
賃
支
援
給
付
金
受
給
決
定
者

④
市
税
に
滞
納
の
な
い
者

▼
給
付
額

　

原
則
と
し
て
月
額
支
払
い
賃
料
の
１
／
３
の
６

カ
月
分

※
た
だ
し
、
市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
も
の
が

　

対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

 

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課
商
工
振
興
係　

☎
47
‐
１
０
５
６

対象者 基本給付 追加給付

①児童扶養手当を受給
　されている人

申請不要
（辞退可能）

申請が必要

②公的年金等を受給さ
　れていることにより、
　児童扶養手当を受給
　していない人

申請が必要 申請が必要

③児童扶養手当を受給
　していない人で、新
　型コロナウイルス感
　染症の影響で家計が
　急変した人

申請が必要 対象外

市報さかいみなと　8



境港市土地開発公社の事業概況と決算書を公表します
　

１．事業概況　

　境港市土地開発公社の令和元年度の事業概況をお知らせします。
　用地については、夕日ヶ丘地区で、定期借地権契約を公社用地２件を含む１１件締結しました。平成２１年度から導入
した定期借地権制度の累計契約件数は２１８件となりました。その他、定期借地権を設定しない境港市保留地１区画を個
人に売却しました。
　また、旧夕日ヶ丘現地案内所を市内事業所に売却しました。
　保有地の有効活用については、市内事業所と夕日ヶ丘２丁目商業用地内７００坪の事業用借地権を設定しました。
　財政面では、用地の処分や事業用借地料の土地造成事業収益等により、境港市からの借入金を６千万円減額しました。

２．決　算

　令和元年度決算に関する財務諸表は以下のとおりです。
【貸借対照表】
　土地開発公社は年度末で約３０．６億円（夕日ヶ丘用地は約２４．９億円、全体の
約８１％）の販売できる土地を保有し、市からの借入金で賄っています。
【損益計算書】
　公社保有地の売却益、賃貸収入等から事務局経費を差し引いた約２，５７１万円に事業外収益および特別利益を加えた
約２，６６６万円の純利益が生じました。純利益は、繰越準備金（前年度までの利益の積立金）に積み立てる処理をして
います。

借　　　方 貸　　　方
【資産の部】
1. 流動資産
①現金および預金  21,679,627
②未収金　                  0 
③公有用地           30,289,287
④代行用地           27,005,809 
⑤完成土地        3,068,382,118 
　流動資産合計 3,147,356,841
  
2. 固定資産
①有形固定資産       344,777
　ア建　物             165,852
　イ車両運搬具　　　178,922
　ウ器具備品                    3
②投資その他の資産
                         833,540,767
　ア賃貸事業の用に供する土地
                         833,540,767
　固定資産合計    833,855,544

【負債の部】
1. 流動負債  
①短期借入金                0
②未払金                          0 
　流動負債合計                 0
2. 固定負債
①長期借入金     3,450,000,000
②預り保証金        67,790,000
③長期未払金                0
　固定負債合計 3,517,790,000
負債合計          3,517,790,000
 
【資本の部】  
1. 資本金
①基本財産             3,000,000
　資本金合計          3,000,000
2. 準備金
①前期繰越準備金 433,784,832
②当期純利益        26,667,553
　準備金合計       460,452,385
資本合計             463,452,385

資産合計          3,981,242,385 負債資本合計    3,981,242,385

（単位：円）
貸　借　対　照　表

（令和2年 3月 31日現在）

1. 事業収益
①公有地取得事業収益
②土地造成事業収益
③附帯等事業収益

2. 事業原価
①公有地取得事業原価
②土地造成事業原価
③附帯等事業原価

　　　　　　　　事業粗利益

3. 販売費および一般管理費
①販売費および一般管理費

　　　　　　　　事業利益

4. 事業外収益
①受取利息
②雑収益

5. 事業外費用
①支払利息

　　　　　　　　経常利益

5. 特別利益
①固定資産売却益

　　　　　　　　当期純利益

0
52,876,445
  3,644,640

0
30,111,116
            0

    693,311

620
      12,630

             0

     937,645

 56,521,085

 30,111,116

26,409,969

     693,311

25,716,658

       13,250

             0

25,729,908

     937,645

 26,667,553

損　益　計　算　書
（平成31年 4月 1日～令和2年 3月 31日）

（単位：円）

用語の説明
【公有用地】公有地取得事業に係る土地で、土地開発公社が市

　　　　　に代わり先行取得した土地

【代行用地】公有地取得事業に係る土地で、土地開発公社が市

　　　　　に所有権を取得させた土地

【完成土地】土地造成事業に係る土地で、販売可能な状態にあ

　　　　　る土地

【問い合わせ先】土地開発公社　☎47－ 1212

用語の説明
【公有地取得事業収益】公有用地、代行用地の売却で得た収入

【土地造成事業収益】土地造成事業用地の売却、事業借地で得

　　　　　　　　　た収入

【附帯等事業収益】土地の一時貸し付けで得た収入

【事業原価】売却した土地に対応する取得費等の原価

【販売費および一般管理費】公社の事務局に要した経費

【当期純利益】当該年度における最終的な利益

9　令和２年８月
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安定ヨウ素剤を事前配布します
　もしもの原子力災害に備えて、希望する人へ安定ヨウ素剤を事前配布します。

▼安定ヨウ素剤とは

　原子力災害時において、放射性ヨウ素による内部被ばくを抑える効果があることから、避難等の際に服

用する薬です。

▼対　象

　次の理由等により、一時集会所（公民館等）で速やかに安定ヨウ素剤の配布を受けることが困難な人で、

事前配布を希望する市内居住者が対象です。

　◇障がいや病気等により緊急時に受け取りに行くことが難しい人

　◇高齢者や障がい者、乳幼児等が世帯におり、緊急時に受け取りに行くことが難しい人

▼申請方法

　自治防災課・健康推進課の窓口または市ホームページから申請書を入手し、提出してください。

▼申請期間　８月３日（月）～３１日（月）

▼配布時期　１０月上旬に、開催する事前配布説明会で配布します。

　申請者には、後日、事前配布説明会の案内を送付します。説明会に参加いただき、医師等の説明および

問診を受けた後に、安定ヨウ素剤を受け取っていただきます。

▼申請書の提出先・問い合わせ先

　自治防災課危機管理室　☎４７－１０７１

　健康推進課　☎４７－１１２２

　昨年度、ふるさと納税「魚と鬼太郎のまち境港ふるさと基金」に、２３，９８０人の皆さまから４億５７
９万円余のご寄附をいただきました。
　ご寄附いただいたお金は、今年度に実施する事業（小中学校にタブレットを整備する「小中学校ＩＣＴ
環境整備事業」、子どもの予防接種を半額助成する「小児インフルエンザ予防接種費助成事業」をはじめ、「水
産加工品ブランド化事業」、「企業誘致推進事業」、「環境保全対策事業」等）の貴重な財源として活用して
います。誠にありがとうございました。
 　◆皆さんからの寄附金は、ご指定いただいた下記の目的別事業で大切に使わせていただいています◆
　　（令和元年度の活用の様子）

　　　　　観光の振興　　　　　　産業の振興　　　　　子育ての支援・　　　　　自然および
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育環境の充実　　　　生活環境の保全

　今年度も随時募集しておりますので、市外にお住いのご親戚、ご友人の皆さまへのＰＲにご協力ください。
　ご紹介いただきましたら、市よりパンフレット等ご案内を郵送いたします。
　また、下記のサイトからインターネットでも申し込みが可能です。
　◇境港市ふるさと納税サイト　■https://sakaiminato.tax-furusato.jp/
　◇ＡＮＡのふるさと納税サイト　■https://furusato.ana.co.jp/31204/
　◇ふるさとチョイス
　　■https://www.furusato-tax.jp/city/info/31204?area_prefecture_original
　◇ふるさと納税サイト「さとふる」　■https://www.satofull.jp/city-sakaiminato-tottori/

▼問い合わせ先　地域振興課企画係　☎４７－１０６７

「ふるさと納税」をありがとうございました

Web

Web

Web

Web
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地域包括支援センターからのお知らせ

【申し込み・問い合わせ先】　長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

◆◆[認知症の人を介護する家族のつどい]◆◆

認知症に関する事や介護の悩みを話す場所です

と き：８月１７日（月）10：00～12：00

◆◆おれんじカフェさかいみなと◆◆

どなたでも参加でき相談や介護など情報交換がで

きる場所です。今回は、認知症について情報交換

ができたらと思います。気軽にお出かけください。

と き：８月２４日（月）10：00～11：30

◆ところ：老人福祉センター浜の里（竹内町） 
◆参加費：100円

◆◆新型コロナウイルス感染症の予防 ＋ 元気でいるために
今こそ「フレイル予防」が大切！◆◆ 

外出自粛で自宅にいる生活が長く続き、「足腰が弱った」「気持ちが沈む」「外出するのがおっくう」とい

う声をよく聞きます。心や体の状態が弱くなるとフレイルが進む心配があります。 

そこで、少しでも元気な気持ちになっていただきたいと考え、自宅でも取り組める情報を載せた「さかい

みなと フレイル予防通信」を作成し、地域の皆さんの協力をいただきながら、ふれあいの家や認知症予防

自主サークルに参加されていた皆さんに、「元気かや」の声かけと一緒に配っていただいています。 

これまでに「その５」まで発行していますが、 

表紙は、栄養、運動、社会参加など、その日の 

様子が記入できる欄が付いたカレンダー式にな 

っており、自分の健康状態が確認できるように 

なっています。 

カレンダーを利用された感想では、「栄養と運動、

社会参加を意識するようになった」「全部に○が 

付くように頑張るようになった」など、自分自身

で健康づくりに取り組んでいただいている人が多

くいらっしゃいます。 

こんな時だからこそ、普段から一層フレイル予防 

を心がけ、元気に過ごしていきましょう。 

・参加される人はマスクを着用して下さい 
・人と人の距離をとって座ります
・机は講義式にして行います
・お茶は紙コップを使います
・冷房をつけても、適宜換気を行い、
空気が流れるようにします

・手洗いや消毒液で手指消毒を行います 

おれんじカフェさかいみなとも状況によっては中止することもあります。ホームページ等でお知らせします 

★感染予防を行いながら開催します★

カレンダーを利用された感想では、「栄養と運動、
社会参加を意識するようになった」「全部に○が 
付くように頑張るようになった」など、自分自身
で健康づくりに取り組んでいただいている人が多

くいらっしゃいます。 
こんな時だからこそ、普段から一層フレイル予防 
を心がけ、元気に過ごしていきましょう。 

13　令和２年８月



工事の進捗状況等については、今後も市報やホームページ等でお知らせします。

セ ン タ ー（仮称）

▼問い合わせ先

　生涯学習課

　☎47-1092

市報さかいみなと　14
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【性犯罪被害相談電話「☎＃８１０３（ハートさん）」を

ご存知ですか？】

　「☎＃８１０３（ハートさん）」は、性犯罪被害相談電

話で全国共通の番号ですが、性犯罪の被害に遭われた人が

相談しやすいよう、発信された地域を管轄する都道府県警

察の性犯罪相談窓口につながります。

　フリーダイヤルに転送されるので、通話料は無料です。

♡あなたの心（ハート）に寄り添う相談電話があります。

♡あなたの声をしっかり受け止めます。

♡一人で悩まなくていいのです。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

性犯罪に遭われた人の相談窓口電話

　

境
村
（
町
）
は
、
江
戸
後
期
よ
り
鳥

取
藩
の
各
種
施
設
（
銀
行
や
造
船
所
機

能
等
）
も
整
い
北
前
船
な
ど
交
易
で
栄

え
、
そ
の
後
昭
和
初
期
に
は
重
要
な
港

湾
と
し
て
整
備
さ
れ
大
い
に
発
展
し
た

港
町
で
し
た
。
そ
の
歴
史
を
語
る
史
料

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

小
泉
憲
貞
氏
（
１
８
５
１
年
〜
１
９

２
２
年
）
は
、
郷
土
を
愛
し
歴
史
に
精

通
す
る
第
一
人
者
で
あ
り
、著
作
は「
境

港
沿
革
史
」「
境
興
町
五
拾
年
史
」「
境

港
独
案
内
」「
夜
見
要
録
」
な
ど
約
30

冊
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
半
ば
こ
ろ
か
ら
「
境
港

物
価
日
報
」「
境
商
況
」「
境
物
価
商
況
」

「
境
港
商
報
」「
山
陰
新
報
」「
ゆ
み
は

ま
民
生
新
聞
」「
日
海
新
報
」
な
ど
多

数
の
新
聞
が
境
町
を
中
心
に
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
最
近
、
里
見
周
三
家
（
松
ヶ

枝
町
）
寄
贈
の
蔵
の
中
か
ら
、
明
治
か

ら
戦
前
ま
で
の
千
号
を
超
え
る
「
境
港

商
報
」が
見
つ
か
り
ま
し
た
。（
調
査
中
）

　

矢
倉
節
子
さ
ん
の
自
叙
伝
的
三
部
作

等
は
、
大
正
〜
昭
和
の
境
町
の
様
子
が
、

丹
念
に
わ
か
り
や
す
く
描
か
れ
た
作
品

群
で
す
。
一
部
内
容
を
ご
紹
介
す
る
と
、

「
好
き
な
町
好
き
な
時
代
」
よ
り

◇
私
と
小
学
校　

境
小
学
校
の
創
立
等

◇
青
い
目
の
人
形　

小
学
校
生
活
の
中

　

で
一
番
印
象
深
か
っ
た
。

◇
北
門
５
校
（
渡
・
外
江
・
境
・
上
道
・

　

余
子
）
よ
る
熱
狂
的
な
連
合
運
動
会

◇
余
子
神
社
と
光
祐
寺
（
当
時
栄
町
・

　

松
ヶ
枝
町
に
あ
っ
た
）

◇
境
町
の
選
挙
の
歴
史　
　
　
　

な
ど

「
西
小
路
界
隈
」
よ
り

◇
余
子
神
社
の
春
の
大
祭
「
・
・
余
所

　

行
き
の
着
物
に
袴
を
履
い
て
学
校
に

　

行
く
。
全
校
（
境
小
）
児
童
が
、
余

　

子
神
社
（
栄
町
）
に
参
拝
す
る
。
同

　

じ
よ
う
な
時
刻
に
余
子
小
学
校
も
参

　

拝
に
来
る
。・
・
」

◇
金
屋
子
神
社
の
祭
「
こ
の
祭
は
夏
祭

　

り
の
中
で
最
も
賑
や
か
な
も
の
だ
っ

　

た
。
神
社
は
戦
前
大
正
川
の
下
の
橋

　

を
渡
っ
た
第
三
銀
行
屋
敷
の
中
に
あ

　

っ
た
。
此
処
は
昔
鳥
取
藩
の
米
倉
の

　

あ
っ
た
所
だ
と
聞
い
て
い
る
。」

◇
港
の
覇
者
「
岡
田
庄
作
氏
」
江
戸
末

　

期
、石
見
の
回
漕
店
（
船
荷
を
扱
う
）

　

の
三
男
庄
作
氏
は
父
か
ら
伯
耆
国
の

　

境
に
赴
き
一
旗
挙
げ
よ
と
一
隻
の
船

　

を
与
え
ら
れ
独
立
。
努
力
が
実
り
明

　

治
十
年
代
、
境
の
大
商
人
と
な
る
。

　

そ
の
他
に
も
、根
平
こ
う
さ
ん
の「
お

台
場
も
の
が
た
り
」、広
崎
家
寄
贈
「
境

港
大
観
、
境
港
案
内
、
境
港
海
外
交
通

図
ほ
か
」、
境
港
湾
修
築
略
史
（
里
見

周
三
家
）、
玉
栄
丸
に
関
す
る
も
の
な

ど
、
多
く
の
貴
重
な
史
料
を
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

編
集
【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
3737
））　

　
　
　

〜

　
　
　

〜
郷
土
史
料
③
境
地
区

郷
土
史
料
③
境
地
区
〜〜

　こんにちは。地域おこし協力隊の仲里です。

　協力隊の３年間の任期も残り１カ月となりました。

　任期終了後は、境港に定住し、伯州綿を原料としたシ

ャツの企画・販売の事業を行う予定です。

　今回は、なぜ私が伯州綿を原料としたシャツの提案を

したいのかを改めてお話させていただきます。

　かつて織物職人をしていた時に、和綿で織られた布に

触れる機会がありました。普段扱う洋綿の布にはない「ハ

リ感」と「優しい雰囲気」に魅力を感じ、この素材で服

を作りたいと思うようになりました。

　和綿について調べる中で伯州綿と境港市の取り組みを

知り、移住を決めました。

　最初は伯州綿の見た目や感触に注目していましたが、

地域おこし協力隊として伯州綿に関わり、地域の歴史や

取り組みについて学ぶなかで「この土地だからこそ、伯

州綿に成り得た」と深く感銘を受け、ますます魅力を感

じるようになりました。

　今では、見た目・感触・歴史的背景が魅力的な伯州綿

で、「誰もが似合うシャツ」を皆さんに提案したいと強

く思っています。

　残りわずかな期間ですが、協力隊として精一杯活動し

て参ります。

地域おこし協力隊員だより
農政課農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿

市報さかいみなと　16



情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

218消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室　☎47－ 1102

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 204

　１９８９年１１月、国連で「児童の権利に関する条

約（子どもの権利条約）」が全会一致で採択されました。

「子どもの権利条約」が定めている権利は、

◇生きる権利（すべての子どもの生命が守られること）

◇育つ権利（健やかな成長に必要な支援を受けられる

　こと）

◇守られる権利（暴力や虐待、経済的・性的搾取、強

　制労働などから守られること）

◇参加する権利（自由に意見を表明したり、グループ

　を結成し、自由に活動したりできること）

の４つに大きく分けることができます。本来、大人以

上に人権を侵害されやすい子どもは、社会的に保護さ

れ、守らなければならない存在です。

　新型コロナウイルス感染防止の新生活様式の中、長

期休校（在宅）によるストレスや新型コロナウイルス

への恐れ、また、感染防止のための行動・生活の変化

により、不安を抱えている子どもが少なくありません。

　コロナ禍においては、努めてまわりの大人がつなが

り、子どもたちへ正しい知識を伝えるとともに、「人

の温かさ（医療関係従事者やごみ収集作業員等への感

謝の気持ち）」に触れ、伝えることで、改めて社会の

基盤としての人権を考え、「子どもの人権」の大切さ

を考えたいものです。

　今年は、新型コロナウイルスの感染予防をしながら、

熱中症を予防することが大切です。

　感染予防には、①手洗い　②マスクの着用　③身体

的距離を保ち、３密（密閉、密集、密接）を避けるな

ど「新しい生活様式」が求められていますが、次のこ

とに注意して、熱中症をみんなで防ぎましょう。

◇エアコンや扇風機を上手に利用しましょう
◇マスクを上手に使いましょう
人と２ｍ程度の距離がとれる場合は、マスクをはず

　しましょう
◇水分をこまめにとりましょう
◇規則正しい生活・休憩を取りましょう
◇強い日差しは避けましょう
　熱中症は、外出時に気をつければ良いと思われがち

ですが、室内での発症も多く、場合によっては死亡す

ることがあります。

　また、天候や気温などの環境条件だけでなく、その

時の体調や、暑さに対する慣れの程度も影響して起こ

ります。特に、高齢者と乳幼児は重症化しやすいので

細心の注意が必要です。

　鳥取県内では、気温３５度以上の猛暑日や熱帯夜が

増加傾向です。みんなで声をかけあって、コロナに負

けない、熱中症も予防する生活を送りましょう。

保健師の
　　  ちょっと一言
熱中症を予防しましょう

「子どもの人権」を考える
　　　　　～コロナ禍と子どもの人権～

　「１回目９０％オフ」「初回実質０円（送料のみ）」な

どの広告を見て「お試し」「１回だけ」のつもりで健康

食品や化粧品を注文したところ、数カ月間の定期購入が

条件だったというトラブルが増えています。

【事例】

　スマートフォンで「お試し１００円」のダイエットサ

プリメントの広告を見て注文した。後日頼んだ覚えがな

いのに２回目の商品が届き、７０００円を請求されてい

る。さらに同梱された書面には、５回目までは解約がで

きない定期購入であると書かれていた。お試しのみの購

入と思い注文したことを業者に伝えたが「解約はできな

い」と言われた。

【アドバイス】

◇事業者のホームページ等では、１回目の商品を低価格

　で購入できることが強調して表示されていますが、定

　期購入が条件であることやその期間中は解約できない

　ことについては強調表示に比べ文字が小さく表示され

　ています。

◇インターネット通販などの通信販売には、クーリング・

　オフ制度はなく、解約や返品ができるかどうかなどは

　広告に表示された「返品特約」に従うことになります。

　申し込み前によく確認しましょう。

◇広告ページや申し込みの最終確認画面を印刷したり、

　スクリーンショットを撮るなどし、契約内容を保存し

　ておきましょう。

▼相談受付時間
　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

＜注意！ネット通販トラブル＞
「お試し」のつもりが「定期購入」に！？
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informationinformation

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
掲

　

載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等

　

が
急
遽
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

　

わ
せ
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
を
行
い
ま
す

　

国
勢
調
査
は
５
年
ご
と
に
行
わ
れ

て
お
り
、
今
年
10
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
上
旬
か
ら
、
調
査
員
が
各
世

帯
を
訪
問
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
で
き
る
限
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送
で
の
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
調
査

員
が
調
査
票
回
収
の
た
め
に
訪
問
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
は
、
回
答

期
間
中
で
あ
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
24
時
間
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
回
答
が
可
能
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
行
政
係
☎
47
‐
１
０
０
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
交
付
窓
口
の
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
）
の
交
付
を
日
曜
日
に
行

い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
さ

れ
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り
に

つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）」
が
届
い
た

人
は
、
同
封
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
兼

照
会
書
」
と
「
通
知
カ
ー
ド
」
お
よ

び
本
人
確
認
書
類
（
身
分
証
明
書
）

等
の
必
要
書
類
を
お
持
ち
に
な
り
、

申
請
さ
れ
た
ご
本
人
自
身
が
受
け
取

り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
日
は
、
電
子
証
明
書
の
更
新

も
行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

８
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

　

り
は
、
事
前
に
ご
連
絡
頂
く
こ
と

　

に
よ
り
、平
日
の
開
庁
時
間
外（
午

　

後
５
時
15
分
〜
６
時
30
分
）
に
も

　

可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係
☎
47
‐
１
０
３
３

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

申
込
受
付
窓
口
の
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
を
対
象
に
、
最
大
５
千
円
分
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
「
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
を
、
国
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込

受
付
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
、申
し
込
み
を
ご
希
望
す
る
人
や
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
ご
関
心
が
あ
る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

◇
平
日
（
市
役
所
開
庁
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
８
月
23
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

総
務
課
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
行
政
係
☎
47
‐
１
０
０
７

不
燃
ご
み
の
処
理
に

困
っ
て
い
ま
す
！

　

最
近
、
不
燃
ご
み
の
中
に
、
中
身

の
残
っ
た
ビ
ン
・
缶
類
の
混
入
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
不
燃
ご
み
と

し
て
ビ
ン
・
缶
類
を
廃
棄
さ
れ
る
場

合
は
、
必
ず
中
身
を
使
い
切
る
か
、

取
り
除
い
た
状
態
で
廃
棄
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
可
燃
性
の
物
質
が
多
く

含
ま
れ
る
、
香
水
・
マ
ニ
キ
ュ
ア
等

の
場
合
、
容
器
が
小
さ
く
処
理
前
の

分
別
が
困
難
で
、
破
砕
処
理
す
る
際

に
発
火
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

※
中
身
の
液
体
を
取
り
除
く
時
は
、

　

ウ
エ
ス
（
ぼ
ろ
布
）
等
に
染
み
込

　

ま
せ
て
、
可
燃
ご
み
と
し
て
廃
棄

　

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課　

☎
42
‐
３
８
０
３

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

令
和
２
年
度
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
に
よ
り
、
渡
町
第
二
区
自

治
会
が
エ
ア
コ
ン
や
テ
ン
ト
、
座
椅

子
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。
地
域
で

の
行
事
な
ど
、
今
後
の
自
治
会
活
動

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
備
品
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
地
域
で
行
わ
れ
る
様
々
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
活
発
に
な
り
、

地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
４

有　

料　

広　

告
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あ
な
た
の
ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
に

委
嘱
さ
れ
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
人

権
意
識
を
高
め
、
人
権
の
大
切
さ
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▼
啓
発
活
動

　

地
域
で
の
講
演
会
や
学
習
会
の
ほ

か
、
学
校
で
植
物
の
栽
培
や
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
人
権
感
覚
を
育
む
人
権

教
室
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
人
権
相
談

　

差
別
、
虐
待
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
人
権
問
題
全
般
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
、
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
程
は
27
ペ
ー
ジ
の
「
く
ら
し
の
相

談
日
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
人
権
侵
害
の
被
害
者
救
済

　

被
害
者
等
か
ら
の
申
告
を
受
け
て
、

法
務
局
職
員
と
協
力
し
て
調
査
な
ど

を
行
い
ま
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
と
担
当
地
区

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
０
２

特
別
医
療
助
成
制
度

　

特
別
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
）
、

療
育
手
帳
（
Ａ
）
を
お
持
ち
の
人
の

医
療
費
助
成
制
度
で
す
。
（
た
だ
し

所
得
に
よ
る
制
限
あ
り
）

　

申
請
月
の
１
日
ま
で
し
か
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
支
給
で
き
ま
せ
ん
。
該
当

す
る
人
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

１
医
療
機
関
、
１
カ
月
の
自
己
負

担
上
限
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
支
給
要
件
の
基
準
額
等
の
詳
細
に

　

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▼
申
請
に
持
参
す
る
も
の

◇
該
当
す
る
障
害
者
手
帳
等

◇
印
章

◇
健
康
保
険
証
ま
た
は
組
合
員
証

※
ひ
と
り
親
家
庭
制
度
・
市
単
独
制

　

度
（
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
・
療

　

育
手
帳
Ｂ
）
の
対
象
者
で
、
ま
だ

　

申
請
し
て
い
な
い
人
は
申
請
月
の

　

１
日
ま
で
し
か
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

　

申
請
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
急
い
で

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
６

道
路
上
に
は
み
出
し
て

い
る
樹
木
等
は
伐
採
を

　

夏
を
迎
え
、
「
道
路
に
樹
木
が
は

み
出
し
て
い
る
」
と
の
お
問
い
合
わ

せ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

道
路
の
安
全
の
た
め
、
次
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
土
地
の
所
有
者
は
、

樹
木
等
の
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
道
路
、
歩
道
へ
樹
木
等
が
は
み
出

　

し
て
い
る
。

②
枯
れ
木
、
折
れ
木
等
に
よ
り
通
行

　

の
妨
げ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

③
竹
木
等
の
繫
茂
に
よ
る
通
行
へ
の

　

障
害
が
あ
る
。

※
道
路
や
歩
道
に
は
み
出
し
て
い
る

　

樹
木
ま
た
は
倒
木
等
が
原
因
で
、

　

歩
行
者
や
自
動
車
等
の
交
通
事
故

　

が
起
き
た
際
は
、
樹
木
等
の
所
有

　

者
に
賠
償
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

※
緊
急
の
場
合
は
、
道
路
通
行
の
支

　

障
と
な
る
樹
木
や
枝
な
ど
を
道
路

　

管
理
者
が
予
告
な
く
伐
採
、
撤
去

　

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課
管
理
係
☎
47
‐
１
０
７
６

有　

料　

広　

告

氏名 担当地区

木下美和子 渡地区

早川明美 外江地区

池淵美津子 境地区

足立光枝 上道地区

小灘惠美子 余子地区

永見敏明 中浜地区

神﨑和重 誠道地区

対象

市民税

世帯・本人

とも非課税

世帯が課税

本人非課税

世帯・本人とも課税

※前年所得

が基準未満

※前年所得

が基準以上

自己負担上限額

（１医療機関・１カ月あたり）

入院
０円

（全額助成）

５千円 １万円
助成対象外

（申請不可）
通院 千円 ２千円

19　令和２年８月
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入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課
管
理
係
☎
47
‐
１
０
７
６

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
法
の
下
限
面
積
に
つ
い
て
】

　

農
地
の
売
買
や
貸
借
に
は
農
業
委

員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。
許
可
を

受
け
る
た
め
の
要
件
の
一
つ
に
「
下

限
面
積
要
件
」
が
あ
り
ま
す
。
下
限

面
積
要
件
と
は
、
経
営
面
積
が
あ
ま

り
に
小
さ
い
と
生
産
性
が
低
く
、
農

業
経
営
が
効
率
的
に
か
つ
安
定
的
に

継
続
し
て
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
許
可
後
に
経
営

す
る
農
地
面
積
が
一
定
以
上
に
な
ら

な
い
と
許
可
は
で
き
な
い
と
す
る
も

の
で
す
。

　

な
お
、
農
地
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
下
限
面
積
は
都
府
県
で
50
ア
ー
ル
、

北
海
道
で
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
が
、

地
域
の
平
均
的
な
経
営
規
模
や
耕
作

放
棄
地
の
状
況
な
ど
か
ら
み
て
そ
の

地
域
の
実
情
に
合
わ
な
い
場
合
に
、

農
業
委
員
会
で
面
積
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

境
港
市
農
業
委
員
会
で
は
、
管
内

の
下
限
面
積
を
次
の
よ
う
に
定
め
て

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
大
人
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
女
性
入
館
者
は
割
引

◇
大
人
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

　

（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女
湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男
湯　

毎
週
水
曜
日

【
修
繕
工
事
に
伴
う
お
知
ら
せ
】

　

現
在
、
修
繕
工
事
中
の
た
め
、
男

女
ど
ち
ら
か
の
み
の
営
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

工
事
完
了
日
は
未
定
で
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

有　

料　

広　

告

種別 土木 下水 管・機械 土木

工事名
（業務名）

渡町汚水枝線
（その２４）工事

外江地区汚水枝線設
計業務委託（その４）

市民温水プール
改修工事（機械）

外江２号汚水幹線
築造工事（１工区）

入札日 ６月１８日 ６月２２日 ６月２３日 ７月１日

予定価格 58,598千円 26,448千円 113,190千円 80,494千円

落札額 52,745千円 25,124千円 111,100千円 73,040千円

落札率 90.0％ 95.0％ 98.2％ 90.7%

落札者 ㈱箕矢組
㈱荒谷建設コンサル
タント境港事務所

橋本工業所・足
立燃料特定建設
工事共同企業体

㈲角建設

種別 建築 測量 測量 土木 土木

工事名
（業務名）

境港市立渡小学校
体育館改修工事

地籍調査事業測量
委託業務（その１）

地籍調査事業測量
委託業務（その２）

外江55号線通学路安
全対策工事（その２）

外江町汚水枝線
（その２）工事

入札日 ６月１０日 ６月１５日 ６月１５日 ６月１５日 ６月１６日

予定価格 43,846千円 13,769千円 10,861千円 15,935千円 61,096千円

落札額 43,395千円 12,980千円 10,230千円 15,917千円 55,000千円

落札率 99.0％ 94.3％ 94.2％ 99.9％ 90.0％

落札者 ㈱リンクス
シンワ技研コンサ
ルタント㈱境港営

業所

サンイン技術コン
サルタント㈱境港

営業所
㈱西村工業

㈲佐々木組境港
営業所

区域 下限面積

中海干拓地
５０
アール

渡、外江、
中浜、余子

２０
アール

境、上道
１０
アール
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お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

夏
休
み
お
は
な
し
会

▼
と　

き　

８
月
７
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館　

集
会
室

▼
内　

容

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
、
手
遊

び
な
ど

▼
対　

象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

　

足
立
さ
ん　
　

☎
45
‐
３
０
７
６

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
リ
ア
ル
な
ぞ
と
き
ゲ
ー
ム　

ネ
コ

ひ
げ
海
賊
団
と
人
魚
の
塔
に
眠
る
秘

宝
】

　

ネ
コ
ひ
げ
海
賊
団
一
行
は
、
か
つ

て
人
魚
の
塔
と
呼
ば
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ

Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
に
隠
さ
れ
て
い

る
秘
宝
の
あ
り
か
を
記
し
た
地
図
を

手
に
入
れ
た
。

　

し
か
し
、
謎
め
い
た
暗
号
に
な
っ

て
い
て
読
み
解
く
こ
と
が
難
し
い
。

あ
な
た
は
ネ
コ
ひ
げ
海
賊
団
の
新
人

海
賊
。
謎
を
解
き
明
か
し
、
秘
宝
を

手
に
入
れ
よ
う
！

▼
と　

き

　

８
月
１
日（
土
）〜
９
月
30
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
受
付　

午
後
４
時

▼
参
加
料　

５
０
０
円

※
謎
解
き
キ
ッ
ト
代
金
と
タ
ワ
ー
入

　

館
料
を
含
む

【
木
工
昆
虫
教
室
】

　

木
の
枝
や
木
材
を
使
っ
て
カ
ブ
ト

ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
を
作
ろ
う
！

▼
と　

き

　

８
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
料　

金　

３
０
０
円
（
１
つ
）

※
入
館
料
が
別
途
必
要

※
８
月
23
日
（
日
）
ま
で
、
高
岡
健

　

二
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
〜
木
工
昆

　

虫
ジ
オ
ラ
マ
展
〜
も
開
催
中

【
夢
み
な
と
工
房
】

　

山
陰
で
活
躍
す
る
作
家
さ
ん
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
日
替
わ
り
で

１
日
２
〜
３
ブ
ー
ス
が
登
場
。
自
分

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
が
作
れ
ま
す
。

▼
と　

き

　

８
月
８
日
（
土
）
〜
16
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
料　

金

　

５
０
０
円
〜
（
内
容
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
）

【
親
子
で
学
ぼ
う　

Ｊ
Ａ
Ｆ
交
通
安

全
イ
ベ
ン
ト
】

　

こ
ど
も
安
全
免
許
証
作
り
や
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
重
要
性
を
学
べ
る
衝
突

体
験
な
ど
。

▼
と　

き　

８
月
９
日
（
日
）

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
料　

金　

無
料

【
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
よ
う
】

　

ス
ロ
ー
ビ
ー
・
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
体
験
。

▼
と　

き　

８
月
10
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時
（
随
時
受
け
付
け
）

▼
料　

金　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
３
８
０
０

市
職
員
採
用
試
験

　

来
年
度
４
月
１
日
採
用
予
定
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
者
数

◇
一
般
事
務　

５
人
程
度

◇
土
木
技
師　

１
人
程
度

▼
年
齢
要
件

◇
一
般
事
務

　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

◇
土
木
技
師

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

▼
資
格
等
要
件

　

実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
全
て
の
職
種
で
、
住
所
要
件
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

▼
一
次
試
験
日　

９
月
20
日
（
日
）

▼
申
込
期
限

　

８
月
27
日
（
木
）
午
後
５
時
15
分

▼
提
出
書
類

◇
受
験
申
込
書
・
履
歴
書

◇
自
己
紹
介
文

※
実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
実
施
要
項
・
提
出
書
類
は
総
務
課

　

で
交
付
し
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

　

す
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
職
員
係
☎
47
‐
１
０
０
９

会
計
年
度
任
用
職
員

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

【
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
】

◇
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人
程
度

◇
保
育
士　

１
人
程
度

【
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
】

◇
保
育
士　

１
人
程
度

▼
資
格
等
要
件

　

各
職
種
の
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日　

９
月
１
日
（
火
）

▼
応
募
期
限　

８
月
18
日
（
火
）

▼
試
験
日　

８
月
24
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
職
員
係
☎
47
‐
１
０
０
９

催催  

しし

募募  

集集

有　

料　

広　

告
520
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消
防
局
職
員
（
消
防
士
）

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

で
は
、
消
防
局
職
員
の
採
用
試
験
を

行
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
日

　

令
和
３
年
４
月
１
日

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
消
防
吏
員　

７
人
程
度

▼
応
募
資
格
（
募
集
人
員
の
内
訳
）

◇
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
人
（
５
人
程
度
）

◇
令
和
３
年
３
月
に
高
等
学
校
を
卒

　

業
見
込
み
の
人
（
２
人
程
度
）

▼
試
験
日

◇
第
１
次
試
験　

９
月
20
日
（
日
）　

◇
第
２
次
試
験

10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬
（
予
定
）

※
第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知

※
詳
細
は
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政

　

管
理
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。

■h
ttp

s://w
w
w
.to

tto
ri-se

ib
u

k
o
ik
i.jp

/sy
o
b
o
/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

消
防
局
総
務
課　

☎
35
‐
１
９
５
１

海
上
保
安
大
学
校
学
生

　

来
年
４
月
入
校
の
海
上
保
安
大
学

校
学
生
を
を
募
集
し
ま
す
。

▼
試
験
日

◇
一
次
試
験

10
月
31
日
（
土
）・
11
月
１
日
（
日
）

▼
対　

象

　

高
校
を
卒
業
し
た
翌
日
か
ら
２
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者

▼
申
し
込
み
期
間

　

８
月
27
日（
木
）〜
９
月
７
日（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
海
上
保
安
部
管
理
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
２
５
３
２

原
子
力
防
災
講
演
会
参
加
者

　

鳥
取
県
原
子
力
防
災
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

９
月
５
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
午
後
１
時
開
場

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
定　

員

45
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
演　

題

　

目
に
見
え
な
い
放
射
線
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

▼
講　

師

　

岡
田
往
子
さ
ん
（
東
京
都
市
大
学

工
学
部
原
子
力
研
究
所
客
員
准
教

授
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

郵
送
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー

ル
で
申
込
書
を
提
出
す
る
か
、
電
話

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
鳥
取
県
原
子
力
安
全

　

対
策
課
お
よ
び
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

８
月
28
日
（
金
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

　

大
防
止
対
策
の
た
め
、
マ
ス
ク
の

　

着
用
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
原
子
力
安
全
対
策
課

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
３

　
　

■
０
８
５
７
‐
26
‐
８
８
０
５

　

■g
e
n
sh
iry

o
k
u
-a
n
ze
n

　
　

@
p
re
f.to

tto
ri.lg

.jp

ミ
ニ
手
話
講
座
参
加
者

　

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
ミ
ニ

手
話
講
座
【
三
回
連
続
編
】
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き
（
全
３
回
）

　

９
月
９
日
（
水
）、
16
日
（
水
）、

23
日
（
水
）

　

各
日　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容　

実
技
お
よ
び
講
義

▼
定　

員

30
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

◇
郵　

送　

福
祉
課
窓
口
に
あ
る
申

　

込
書
に
記
入
し
、「
ミ
ニ
手
話
講

　

座
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
き
の
う

　

え
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ　

送
信
後
、
問
い

　

合
わ
せ
先
へ
確
認
の
電
話
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。

◇
メ
ー
ル　

鳥
取
県
聴
覚
障
害
者
協

　

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
し
込
み
フ
ォ

　

ー
ム
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

９
月
２
日
（
水
）（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
２
‐
０
８
２
２

　

倉
吉
市
葵
町
７
２
４
‐
15

　

鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー

　
　

☎
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
５
５

　
　

■
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
６
０

市
営
住
宅
の
入
居
者

▼
入
居
資
格

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

※
保
証
会
社
に
よ
る
保
証
で
も
、
入

　

居
を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
詳
し
い
入
居
要
件
は
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

８
月
３
日
（
月
）
〜
11
日
（
火
）

▼
入
居
抽
選
日　

８
月
13
日
（
木
）

▼
入
居
可
能
日　

９
月
１
日
（
火
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
、
別
途

　

駐
車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
。(

１
区
画
月
額
１
０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
９

informationinformationinformationinformation

Mail

有　

料　

広　

告

Web

FAX

団地名
上道団地

（上道町3563）
夕顔団地

（誠道町218）

種別 一般

建設年度 平成11年 平成7年

構造 鉄筋・4階建 鉄筋・3階建

募集住戸
10棟 404号

(4 階）
7A棟 5号
（1階）

7A棟 14号
（3階）

間取り等 3LDK6畳 (2)、洋 6畳

家賃
23,500～
46,200円

22,100～ 43,400円

FAX

市報さかいみなと　22



筆
談
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

　

高
校
生
以
上
で
筆
談
に
関
心
の
あ

る
人
、
仕
事
で
窓
口
対
応
に
携
わ
る

人
な
ど
を
対
象
に
、
き
こ
え
な
い
・

き
こ
え
に
く
い
人
等
へ
の
情
報
提
供

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に

で
き
る
よ
う
、
筆
談
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

伝
え
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
と　

き

10
月
６
日
（
火
）

　

①
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　

②
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容　

実
技
お
よ
び
講
義

▼
定　

員　

各
回
20
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

福
祉
課
窓
口
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
申
込
書
に
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
提
出
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
に
「
筆
談
セ

ミ
ナ
ー
申
込
書
」
と
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
期
限　

８
月
31
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
８
５
０
１

　

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０

　

境
港
市
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　

■
42
‐
５
９
８
７

職
業
訓
練
受
講
生

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
求
職
者
支
援

訓
練
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
訓
練
科

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
科

▼
訓
練
概
要

　

ア
パ
レ
ル
業
界
等
で
即
戦
力
と
な

る
衣
服
関
係
の
知
識
や
縫
製
等
の
技

術
の
習
得
。

▼
定　

員　

８
人

▼
訓
練
期
間

　

９
月
16
日
（
水
）
〜
来
年
３
月
15

日
（
月
）

▼
募
集
期
限

　

９
月
４
日
（
金
）
正
午

▼
応
募
資
格　

就
職
を
希
望
す
る
人

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
は
、
別
途

　

必
要

▼
訓
練
場
所

　

米
子
文
化
服
装
専
門
学
校
（
米
子

市
錦
町
）

▼
参　

考

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
は
、
一
定

の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受
講

給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子　

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
９
１
１

納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

猶
予
制
度
（
分
割
納
付
、
徴
収
猶
予
、

差
押
財
産
の
換
価
の
猶
予
）
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
例
猶
予
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
事
業
等
収
入
が
大
き
く

減
少
し
た
場
合
に
、
無
担
保
・
延
滞

金
な
し
で
、
一
年
間
、
納
税
の
猶
予

（
納
期
限
の
先
送
り
）
が
認
め
ら
れ

る
特
例
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
例
猶
予
を
受
け
る
に
は
、
税
目

ご
と
の
各
納
期
限
ま
で
に
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

８
月
31
日
（
月
）、
９
月
30
日
（
水
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課
滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

　

「
働
く
こ
と
に
自
信
が
も
て
な
い
」

「
仕
事
の
選
び
方
が
わ
か
ら
な
い
」

「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」

な
ど
、
今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
働
く
こ
と
に
踏
み
出
し
た
い

あ
な
た
、
新
し
い
一
歩
を
一
緒
に
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を
探
し
て
い

る
人
や
そ
の
家
族

▼
と　

き

　

８
月
７
日
（
金
）、
21
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
当
日
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
第
２
会
議
室

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８
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出
張
！

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
お
仕
事
相
談
室
】

▼
と　

き

　

８
月
22
日
（
土
）、
９
月
２
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５
境
港
店

※
「
子
育
て
応
援
お
仕
事
相
談
室
」

　

も
開
催
し
ま
す
。
日
程
等
は
、
本

　

紙
24
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　

県
立
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
お
仕
事

を
さ
れ
て
い
る
人
で
も
利
用
し
や
す

い
よ
う
、
土
曜
日
も
開
所
し
て
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

informationinformation

相相 

談談

FAX

Mail

市ホームページバナー
広告募集中（５千円 / 月）
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
　https://www.city.sakaiminato.lg.jp/
　indexphp?view=109309
◆申し込み・問い合わせ先
　地域振興課　☎４７－１０１０
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子育て
ひろば

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和２年３～５月 出生月の３～５カ月後

２回目
令和元年１２月～
令和２年２月

出生月の６～８カ月後

３回目 令和元年９～１１月 出生月の９～11カ月後

認定こども園　美哉幼稚園
※新型コロナウイルス感染症対策として交流会、園庭・

　絵本館の開放を中止しています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせく

ださい。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と

同じです。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、

　掲載しているイベントや行事等が急遽中止や延期とな

　る場合があります。

　詳しくは、記載の問い合わせ先へご確認ください。

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

※園舎の開放は、８月は中止します。

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３０００円分）を交付してい

ます。今月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和元年９月、１２月、令和２

　年３月の人は、８月３１日（月）が申請期限ですので、

　ご注意ください。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

きらきら・ひまわり情報
【おおきくなったね！】※事前申し込み不要

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　８月１８日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　８月生まれの誕生会、パネルシアター、絵本、

　　　　　親子ふれあい遊び、身体測定・手形・足形など

【夏のお楽しみ会】※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　８月２５日（火）、２６日（水）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　夏の遊びを楽しむ踊り、コーナー遊びなど

▼定　員　各日　１２組

▼申込期限　８月１９日（水）

▼問い合わせ先

　こども支援センター「きらきら」☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

子育て応援お仕事相談室
子育てと両立できるお仕事を紹介しています。

▼と　き　８月１９日（水）、２０日（木）、９月３日（木）

　　　　　各日午後０時３０分～３時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼問い合わせ先

　県立境港ハローワーク　☎４４－３３９５

市内小・中学校の閉庁日
夏季休業中に、学校閉庁日を設けます。

　学校閉庁日に緊急の連絡が必要な場合は、教育総務課へ

ご連絡ください。

▼学校閉庁期間　８月１２日（水）～１４日（金）

▼連絡受付時間　午前８時３０分～午後５時１５分

▼連絡・問い合わせ先

　教育総務課指導係　☎４７ー１０８８

境港市ファミリーサポートセンター
子育て支援活動のお知らせ

【こどものための救急安全講演会】

▼と　き　８月２７日（木）午前１０時～１１時３０分

▼ところ　保健相談センター　講堂

▼定　員　２０組（定員になり次第締め切ります）

▼受付期間　８月１１日（火）～２５日（火）

※託児があります。

※マスクの着用をお願いします。

※「きらきら」「ひまわり」との共催です。

▼申し込み・問い合わせ

　境港市ファミリーサポートセンター☎４５－６６６０

　こども支援センター「きらきら」☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

市報さかいみなと　24



　　

☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　☎４７－１０９１

☆乳幼児健康診査・相談の日程

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第３金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第１金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日
※8月15日はお休みします

14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第４金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 8月 19日（水）

　12：30 ～ 13：45 の 間で、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和2年 1月生まれの乳児

健康推進課保健係
　☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください

会場
　保健相談センター

 9月 14日（月） 令和2年 2月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

 8月 12日（水） 平成30年 12月生まれの幼児

 8月 20日（木） 平成31年 1月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 9月 3日（木） 平成29年 6月生まれの幼児

 10月 8日（木） 平成29年 7月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

10月13日（火）

9:30～ 12:00
　　　　　の間で予約制で実施 妊産婦・乳幼児と保護者

※事前にお申し込みください離乳食講習会
（５～８カ月児）10：00～
（９カ月～１歳６カ月児）10：50～
　　　　　　　の予約制で実施

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45－ 0116

「ひまわり」

　☎21－ 8103

児童扶養手当の現況届
　ひとり親家庭等で児童扶養手当を受給している人

は、手続きが必要です。受給者には、８月上旬までに

案内を送付しています。

　届かない場合はお問い合わせください。

▼手続きに必要なもの

◇児童扶養手当証書（全部支給停止の人は不要です）

◇養育費等に関する申立書

◇印章

※その他、証明書・申立書の提出が必要になる場合が

　あります。

※一部支給停止適用除外事由届出書（緑色の用紙）が

　同封されている人は現況届とともに手続きをしてく

　ださい。

※手当の支給額を決定するために必要な手続きです。

　必ず、手続きをしましょう。

※郵送等では受付していません。来庁をお願いします。

▼期　限　８月３１日（月）
▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

子どもの人権１１０番
強化週間

　全国の法務局に子ども専用相談電話を設け、人権擁

護委員および法務局職員が相談を受けています。

　強化週間では、受付時間の延長や土日の受け付けも

行います。

　相談は無料です。また、相談内容の秘密は守ります。

▼実施期間

　８月２８日（金）～９月３日（木）

▼受付時間

　◇平日　午前８時３０分～午後７時

　◇土日　午前１０時～午後５時

※強化週間以外は、下記の時間で受け付けています。

　◇平日　午前８時３０分～午後５時１５分

▼専用相談電話番号（全国共通フリーダイヤル）

　☎０１２０ー００７ー１１０

▼問い合わせ先

　鳥取地方法務局人権擁護課

　☎０８５７ー２２ー２２８９
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今月の新規図書
【一般書】
◇みんなの臓活　　　　　　　　　（尹生花）

◇パルダリウム　　　　　　　　（小森智之）

◇できるテレワーク入門　　　　（法林岳之）

◇科学的に考える子育て　　　　（和久田学）

◇香港デモ戦記　　　　　　　　（小川善照）

◇神様が教えてくれた縁結びのはなし（桜井識子）

◇かんもくの声　　　　　　　　（入江紗代）

【児童書】

◇おばけえん　　　　　　　　　（最上一平）

◇妖怪たちと秘密基地　　　　　（富安陽子）

◇なっちゃんのなつ　　　　　（伊藤比呂美）

◇かなへび　　　　　　　　　　　（竹中践）

◇無限の中心で　　　　　　　（まはら三桃）

◇はっけんずかん忍者

◇実例でわかる！自由研究の選び方＆まとめ方

　　　　　　　　　　　　　　計６１２冊

☆貸出冊数・期間　　　１人５冊・２週間

市民図書館　☎４７－１０９９

◆開館時間　午前９時３０分～午後６時３０分

　　　　　【土・日・祝日は午後６時閉館】

◆休館日　　毎月第２木曜日・毎月末

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！

お
に
ぎ
り
さ
ん
き
ょ
う
だ
い

　
　
　
　
（
つ
ぼ
い
じ
ゅ
り
）

世
界
の
国
旗
の
「
え
っ
！
」

　
　
　
　
　
（
吹
浦
忠
正
）

図書館関連 催し物

　7月には、地下にコンクリート柱を作る地盤改良工事

が行われました。8月になり、いよいよ基礎工事が始ま

ります。

　専門家の話では、今後の工事ではだんだんと建物が立っ

ていく様子を目にすることができるそうです。工事現場

を見ることがますます楽しみになりました。

　夏本番の 8月です。工事で働くみなさん、熱中症等に

気を付けてください。

“なつどく（夏読）”キャンペーン中
　今、図書館では、中学生以下の子どもたちを対象に、

図書館で配られるカードがスタンプでいっぱいになると、

すてきな景品をプレゼントをするキャンペーン中です。

　その他には、

◇小中学生に読んでほしい本の紹介コーナー

◇DVDアニメの上映会（小学2年生以下対象）

などがあります。ぜひご来館ください。

市民交流センターの建設に向けて④

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費
8月１5日（土）

9月　5日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14:00～ 無　料

毎月第４土曜日
かみしばいと英語の読み聞かせ

市民図書館
14:30～ 15:00

無　料
大人のための英語多読教室 15:30～ 16:30

ごみの収集・受け入れごみの収集・受け入れ

◎毎月第３日曜日 
　≪家庭系ごみの受け入れ≫
　８月１６日（日）（午前９時～正午）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集
　≪今月の対象日≫
　８月１０日（月・山の日）
※収集該当地区のみの収集となります。
※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

【不要となったお盆用品の処理について】
　針金を使用した造花や盆提灯のかさ等は、
不燃ごみとして排出してください。

【海岸のお供えについて】
　お盆のお供えを海岸に出す人がいますが、
出した人は、必ずお持ち帰りください。

▼問い合わせ先
　清掃センター　☎４２－３８０３

お忘れなく！

市・県民税　　　　　　　２期

国民健康保険税　　　　　２期

後期高齢者医療保険料　　２期

介護保険料　　　　　　　２期

の納期限は

８月 31日（月）
・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します
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－境港市の人口－
　　男　：16,333人（ー 16）

　　　女　：17,444人（ー 6）
　　合　計：33,777人（ー 22）
　　世帯数：15,331世帯（＋1）

　※令和２年6月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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定
〉

市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談 ８月１３日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談 ８月　７日（金） 13：30 ～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
( 司法書士による )

８月１２日（水） 13：30 ～ 15：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
( 弁護士による )

８月　７日（金）
８月２８日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

無料面談相談は中止しています。
詳しくはホームページをご覧ください。
　■ http://www.tottori-shihoshoshi.jp/
　　 html/consultation.html

（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４

多重債務・法律
相  談  会

８月２０日（木） 13：30 ～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談 ８月１１日（火） 10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：15
子育て支援課育児支援係
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

８月２４日（月） 13：00 ～ 15：00
健康推進課保健係
　☎４７－１０４３
※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇心と女性の相談担当　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

８月８日（土）
～９月１１日（金）

さかいみなと由縁展
海とくらし
の史料館

9：30～
17：00

※最終入館16：30

海とくらしの史料館
☎44ー 2000

由縁展のみ無料

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

　新型コロナウイルスの感染症の拡大防止の観点から、一部施設に休館や利用制限を実施する場合があります。

　また施設は開館していても、開催を予定していたイベント等が急遽中止や延期となる場合があります。

　参加される際には、事前にご確認ください。

海とくらしの史料館ホームページアドレス
　http://umikura.com/

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp/

Web
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

!!

ATM

188

#9110

□材料（４人前）
◇いわし開き　　４尾
◇片栗粉　　　１８ｇ
　　　　　（大さじ２）
◇砂糖　　　１００ｇ
　　　　（小さじ１強）

◇こいくちしょうゆ
　　　　　　　　８ｇ
　（小さじ１と１／３）
◇みりん　　　　４ｇ
　　　（小さじ２／３）
◇水　　　　　２０ｇ
（大さじ１と小さじ１）

　「いわし」は、ＤＨＡ・ＥＰＡが豊富な魚です。

　ＤＨＡ・ＥＰＡは、心筋梗塞や脳梗塞などの生活

習慣病予防に役立つといわれています。

　また、認知症の予防にも効果があるとの研究結果

も報告されています。

　今回は、境港で水揚げされたいわしを油で揚げて、

砂糖、しょうゆ、みりんで作ったタレをかけた「い

わしのかば焼き」です。

　油で揚げることで、骨ごと食べられるようになる

ので、成長期に欠かせないカルシウムも摂ることが

できます。

　甘辛いタレが、ごはんとよく合います。

　ぜひ、お試しください。

□作り方

①　いわしの開きに片栗粉をまぶして、１８５℃の

　油で約４分間揚げる。

②　鍋に、こいくちしょうゆ、砂糖、みりん、水を

　入れて加熱し、甘辛のたれを作る。

③　①に②のたれをかけて、仕上げる。

い わ し の か ば 焼 き

【問い合わせ先】
　境港市学校給食センター
☎21－ 2111  FAX 21－ 2112

   20学校給食レシピ学学今月
の

特別定額給付金 申請の
締め切りが迫っています

●申請期限　８月１７日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※消印有効
期限を過ぎると申請できませんので、ご注意ください。

申請書は５月中旬に、住民票上の世帯主宛に送付しました。

▼問い合わせ先

◇申請書がお手元にない場合

◇申請書の書き方が分からない場合

　境港市役所　特別定額給付金担当　☎２１－０５５１

　既に９８％を超える申請を受け付け、順次、給付を完了していま

すので、ご指定の振込口座をご確認ください。

　ご協力ありがとうございました。


